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!要 旨 :

1  保育者の成長プロセスを捉え,保育者の資質向上に寄与する現職教育・研修システムを構築することを目
1 的に,その基礎研究として,現職教育・研修をめぐる答申・行政施策および保育者の成長プロセス研究をも

| とに保育団体が立案した研修体系の構造を整理・検討した。

1  現在の現職教育 。研修の体系は,「成長しつづける保育者」像をモデルに,成長プロセスを「階層化」し
|「可視化」した点に特徴があり,そのことは保育者の成長の動機づけに寄与すると考えられるものの,研修

1 体系を網羅じ量的に知識を増やすことが保育者の成長として捉えられており,研修の領域項目の有機的連携
| や保育研究が蓄積してきた「子ども理解J「記録」などを通して専門性が獲得されるプロセスについての検

1 討は不十分であると言える。

1  保育者が保育者としての自分への信頼を持てるための要因を検討するなど,保育者の声による成長のプロ
| セスを踏まえたうえで,それとリンクした現職教育 。研修体系の再構築が今後の課題である。

保育者の専門性  資質向上  研修体系

指摘され,その方策が模索されてきた。

しかし保育・教育における現職教育・研修に

対するニーズが高まる一方で,保育者の成長プ

1987年の教育職員養成協議会における「教員   ロセスそのものについての研究は,よ うやく着
の資質能力の向上方策等について」の答申から, 手されはじめた段階である。

教育基本法の改正 (200612)を受けた「教育振    保育者の成長のプロセスを捉え,保育者とし

興基本計画」 (2008.7)|こ至るまでの約20年間,   ての資質向上に寄与する現職教育 。研修システ

子どもたちの心身の発達にかかわり人格形成に   ムを構築することを目的に,本稿はその基礎研

大きな影響を与える教員にはその資質・能力を   究として,現職教育・研修をめぐる動向および

絶えず向上させるため,「 日々の教育実践」に   研修体系の構造を整理することを目的とした。

頼るのみではない,研修の充実を図る必要性が

キーワード :

現職教育・研修  保育者の成長プロセス

1.研究の目的



2.研 究の方法

本研究の研究者 (内藤)は ,大学機関での保

育者養成と同時に,併設幼稚園の副園長・園長

として,7年間 (2001～2008),Y幼稚園の実践

に身を置き,園内研修を通じての保育の質の向

上およびそこに内包される保育者の成長を研究

してきた。

また共同研究者 (井戸)は ,2004年度より毎

月定期的に保育所を巡回し,参与観察をしなが

ら保育士と保育の場を共有した上でコンサルテー

ションを継続的に行い,保育士の成長プロセス

におけるコンサルテーションの役割と影響につ

いて検討してきた。

Y幼稚園での 7年間の園内研修,お よび保育

所におけるコンサルテーションを布石とし,保

育者自身が成長実感を伴 う形での,保育者の成

長プロセスとリンクする現職教育 。研修のあり

。 1987 (S62)

。 1988 (S63)

・ 1997 (H9)

・ 1999 (Hll)

・ 2001 (H13)

・ 2002 (H14)

・ 2005 (H17)

・ 2006 (H18)

方を考えるべく,現職教育・研修をめぐる答申・

行政施策および保育者の成長プロセス研究をも

とに保育団体が立案した研修体系の資料等を精

査 。分析した。

また保育者の声を基にした現職教育・研修の

具体的あり方を探るべく,その試行として,現

職保育者 (15名 )に現在の保育の状況,保育者

の成長および研修についてのアンケー ト・イン
2

タビューを実施した。

3.結 果

(1)現職教育・研修に関する答申について

現職教育 。研修に関する議論が高まりはじめ

るのは,1980年代以降である。1980年以降の ,

幼稚園教員および保育士に関する現職教育 。研

修に関する答申やそれに関する各種団体の動向

を整理すると表 1のようになる。

表 1 現職教育 。研修に関する答申等の経緯

臨時教育審議会教育改革に関する第二次答
曳

教育公務員特例法の一部改正 (研修について)

教育職員養成審議会第一次答申

教育職員養成審議会「養成と採用・研修との連携の円滑化について」

幼児教育振興プログラム

文部科学省「幼稚園教員の資質向上について一自ら学ぶ幼稚園教員のために一」

(幼稚園教員の資質向上に関する調査研究協力者会議報告書)

I幼稚園を取り巻く環境の変化と幼稚園教員に求められる専門性

Ⅱ幼稚園教員の養成 。採用 。現職の各段階における課題と展望

Ⅲ幼稚園教員の資質向上に向けた方策

中央教育審議会「子どもを取り巻く環境の変化を踏まえた今後の幼児教育

の在り方について一子どもの最善の利益のために幼児教育を考える一」

(答申)

全日本私立幼稚園連合会教育研究委員会 「保育者としての資質向上研修

俯嗽図」

「教育基本法」の改正
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全国保育士会「保育士の研修体系」

幼稚園教育要領・保育所保育指針の改訂

「教育振興基本計画」策定

全国保育協議会「保育所長の研修体系」・ 2009 (■ 21)

(2)現職教育・研修に対する答申等とその特色

上記の約20年間の答申等の変化を提えると,

次の 3期に分けられ,それぞれの特色が見出せ

る。

第 1期 :1980年代半ば頃

第 1期 :少子化,核家族化,都市化,国際化 ,

情報化,女性の社会進出などの急激な社会変化

が子どもたちを取り巻く環境やその発達過程に

変化・変容を及ぼし,その変化を前にして,教

育に直接携わる教員に期待される機能や役割が

多様化する。しかしその要請に反して,教員自

身の成長過程における人間関係力・コミュニケー

ションカの弱さが指摘され,実践的指導力の欠

如が問題となる。1987年の答申は,実際的には

小学校以上の教員への言及であり,一般的資質

能力 (教育者としての使命感,発達についての深い

理解,教育的愛情,教科に関する専門的知識,豊か

な教養,実践的指導力)の獲得が課題として示さ

れたが,特に課題とされたのは実践的指導力の

問題であった。具体的には初任者研修制度を創

設することと,それに続く現職教育・研修を体

系的に整備することが答申の内容であつた。

幼稚園教員に対しては,「幼稚園の新任教員

に対する初任者研修については,将来,小学校

の新任教員に対する初任者研修に準ずる方法に

よりこれを実施することが望ましい」とされる

にとどまった。あくまでも小学校教員以上の現

職教育・研修への提言であつたと言える。

第 2期 :2000年代前半頃

1997年の 「教育職員養成審議会第一次答申」

や2001年 の 「幼児教育振興プログラム」にお

いて, すべての幼稚園教員が適切な時期に必

要な研修に参加できる機会を与えることを目標

に,その条件整備を進めるように提言がなされ ,

2002年 に「幼稚園教員の資質向上について一自

ら学ぶ幼稚園教員のために一」が示された。教

育職員養成審議会においては,「教員一人一人

の資質能力は決して固定的なものではなく,変

化し,成長が可能なものであり,それぞれの職

能,専門分野,能力・適性,興味 。関心等に応

じ,生涯にわたりその向上が図られる必要があ

る」 (「新たな時代に向けた教員養成の改善方策につ

いて」)と 述べられた。 このことは,保育士 ,

幼稚園教員の専門性・資質向上を要請するもの

であるが,保育者養成機関では完成された形で

の保育者の養成を標榜するのではなく,「成長

しつづける保育者」になるように育成すること

が求められた。保育者の専門家像が,技術的熟

達者から反省的実践家モデルヘ転換されること

で,保育者は生涯教育の対象として位置づけら

れ,養成・採用 。現職の円滑な接続によって

「トータルな教員の資質向上」が目指されるこ

とになる。

第 3期 :2000年代後半頃

免許更新制を導入することが示されたことで,

全国の保育団体による現職教育・研修の体系化

が急速に具体化された。小学校以降の教育実践・



教師研究の成果をもとに,「成長 しつづける保

育者」像を掲げて,経験年数が増えることで ,

保育者が成長を続けるというモデル案が想定さ

れた。モデル案はいわゆる段階別ステージから

構成され,必要な知識 。経験課題が,各段階ご

とに配置されたものである。特に「組織」の一

員としての役割認識を強調する研修プランが示

されたこと,また園長・施設長のリーダーシッ

プが強調されたことが特徴である。

(3)保育者の成長プロセスに関する研究

経験年数による成長モデル案の根拠は,専門

職の発達に焦点をあてた研究の成果であると言

える。アメリカにおいては,例えばプロフェッ

ショナルのわざの獲得 (Donald.A Schon 1983)

とその熟達化の研究 (Chi,Hutchlnsolll,&Robin

1989)な ど,職業人が有する実践知への関心か

ら出発し,状況判断,事象の構造化などエキス

パー トとなる過程が解明されてきた。

保育者の成長については, ヴァンダー・ ヴェ

ンのモデルをもとに,秋田 (2000)が ,発達段

階モデルを整理した。秋田は,段階 1:「実習

生,新任の段階」,段階 2:「初任の段階」,段

階 3:「洗練された段階」,段階 4:「複雑な経験

に対処できる段階」,段階 5:「影響力のある段

階」と分け,それぞれの段階の保育者の特徴と

その課題を示した。

また日本における保育者の成長プロセスに関

する先駆的研究を行つた高濱 (2001)は,保育

者が保育者として習熟するプロセスには,経験

年数との関連があると指摘し,経験年数をそれ

ぞれ 2-4年群,5-10年群,H年以上群に分類

している。ただし,高濱によれば,保育者の成

長は,経験による知識の蓄積のみではなく,そ

の構造化が進行することが熟達化であるという。

また高濱は,保育者自身が語る保育者として

の成長に関する認識の変化をとらえ,その結果

を次のようにまとめている。

a)幼児のみかたやとらえかたについて

①視点 (一面→多面),②枠組み (狭い→広い),

③理解 (表面的→内面的),④状況把握 (さ ぐり

→予測)

b)幼児への対応について

①問題への対処 (即応→見通し),②意図 (保

育者→幼児の意図も考慮),③遊び。生活 (既有知

識なし→知識蓄積),④母親への対応 (要求→共感),

⑤レパートリー (少ない→多い),の変化が起こ

ると指摘している。

段階 1:実習生,新任の段階

特徴 :具体的,経験重視,自分の実体験,三分法的判断に基づく傾向が強い。

課題 :色々な視点,つながり,構成的思考法が課題である。

↓

段階 2:初任の段階

特徴 :子 どもと直接関わる実践力をもつ。自己犠牲的関わりが多い。自分の価値体系に依

存する傾向にあり,ま た処方箋を求めがちである。

課題 :(保育を説明する)言語化力が課題である。

↓

段階 3:洗練された段階

特徴 :専門家意識,自分への信頼を抱き,関係性への働きかけを行う。
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課題 :保育の要因変数をシステム的に捉える視点に欠ける。

↓

贄階4:複雑な経験に対処できる段階
特徴 :経験とものの見方の参照枠組みが統合される。スペシャリストとして自律的である。

実践,園運営などの方向へ熟達する。個別の集団の要求へのシステム作りに向かう。自分
らしい保育を追及する。

↓

段階 5:影響力のある段階
特徴 :中年期～中年期後半にあたり,身体的活動は低下するが,知恵を発達させる。相乗
作用として物事を捉える。より抽象度の高い概念とつなぎあわせる思考法を行う。ネット

ワークヘの関心が深まる。

図 1 ヴァンダー・ヴェンモデルによる保育者の発達段階
(*秋 田喜代美「保育者の発達段階モデルからの検討」(ヴァンダー・ヴェンモデル)を要約。)

両者は,保育者自身が,子 ども理解や保育行

為の意味づけに能動的に参与し,それぞれの保

育場面で得た知識を構造化すること,すなわち

自己の枠組みを修正 。再構成し,新たな枠組み

を獲得し,対応するという一連の過程を獲得す

ることを,保育者の成長と捉えていると言える。

(4)保育団体による現職教育・研修体系およ
び俯歌図

全国保育士会では2003年度から「保育士の研

修体系」に向けて検討を繰 り返し,その枠組み

を構築し,研修体系を提案した。現職保育者の

成長プロセスに対する洞察を欠いた形で,系統

性をもたずに実施される傾向があった現職教育 。

研修について批判的に検討し,まず研修の 3体

系 (OJT,OFFJT,SDS)と 研修実施機関である,

職場,県 (広域),全国 レベルの関係性を整理

した。その上で,ヴァンダー・ ヴェンの保育者

の発達段階モデル等を参考にして,初任者,中

堅職員, リーダー的職員,主任保育士の階層別

に,保育士に求められる4つの専門性である①

専門職としての基盤,②専門的価値 。専門的役

割,③保育実践に必要な専門的知識・技術,④

組織性,を設定し,現職教育・研修に関するカ

リキュラムの作成を図つた。

また全日本私立幼稚園連合会教育研究委員会

は,免許更新制導入に対応するために,全 日本

私立幼稚園連合会ですでに行っている様々な研

修を見直し,保育者の専門性向上のための現職

者教育のモデル案として「保育者としての資質

向上研修俯嗽図」 (2006)を編成 した。保育者

は, I初級, Ⅱ中級,Ⅲ上級,主任,設置者 。

園長の 3階層に位置づけられ,「子どもの人権」

「望ましい教師像」「教育理論J「幼児理解」「保

育の計画と実践」「地域 。家庭支援・教育相談」

の領域について学びを深める。

各種保育団体による現職教育 。研修の体系お

よびその俯敏図の特色を整理すると以下のよう

である。

①保育者の成長のプロセスを俯欧する形で,可

視化した。

②階層 (段階)別成長課題を設定し,その支援

を示した。

③組織内での役割を強調することにより,組織

能力を高めることを目指している。

④保育者には自己の位置を確認することとライ



フステージに偏りのない研修が求められる。

「反省的実践家」,「成長しつづける保育者」,

「学び続ける保育者」などの言説 。理念が強調

される中,保育者は階層別に示された実践者と

しての自己の位置を確認しつつライフステージ

に偏りのない研修を計画することが求められる

のである。

4.考 察

保育者の資質向上と現職教育の議論を整理し

た上で,現職教育・研修の課題について述べた

い。

急激な社会変容によつて,保育者に求められ

るニーズの多様化や変化がおこり,それに対応

できる保育者としての資質を向上させるべく研

修俯腋図や体系が構築された。具体的には,成

長が可視化され,階層別成長課題が設定され ,

保育者は自己の位置の確認と偏りのない研修を

行うことで,組織能力を高めることが求められ

た。

確かに保育者の成長プロセスの可視化は,保

育者にとつて成長の動機づけとなり,組織内で

のそれぞれのステージにおける保育者の役割が

見えることで,園内・園外の連携や協力が可能

になる。しかし可視化の意義は認められるもの

の,職務と関連した知識やスキルの「量的拡大」

を成長ととらえること,すなわち研修の網羅が

成長であるとする一義的な成長モデルを設定す

る事については疑間である。

保育者の成長プロセスに関する先行研究は ,

能動的参与を伴う保育者の「質的深化」が起こ

ることが成長であると示唆 しており,「量的拡

大」と「質的深化」の両面を明確にすることが

必要である。

上記に関連 して,職務上の知識やスキルの

「量的拡大」を支援する教育・研修と保育者の

熟達化に指摘された「知識やスキルの構造化」,

「構成的思考」,「言語化の獲得」など保育者と

しての専門性に根差した「質的深化」を支援す

る内容を有機的にプログラムに内包していくよ

うに,研修領域間のたて糸と横糸を整理する必

要がある。

ところで1920年代のアメリカの教師教育プロ

グラムにおいてすでに「観察」と「記録」が教

師の主体的学習を援助する方法としてのみでは

なく,教育活動改善の方法であり,保育者自身

の枠組みを再構築する契機になつたという。教

師教育の授業とは,子 どもの直接体験と表現の

意味と価値を,教師 (あるいは実習生)自 身が

直接経験と表現によつて学習する経験の総体で

あり,「子ども理解」と「カリキュラム構築」

を教師の力量としてとらえ,子 どもの「学習」

を自律的に組織する力量,すなわち子どもの学

習の意味と価値を,社会や共同体の中で創造し

ていく力量の養成が日標とされていた。にもか

かわらずこの問題はアメリカにおいても教育研

究の中心にのぼらなかった。1980年代以降になつ

て,実践の現場で生起する事象を記述する方途

が深く追求されなかつたことへの反省がおこり,

このことが契機となつてアメリカの教育改革が

推進される中で,「教職の専門化」が重要な問

題領域の一つとなったという。 (佐久間1994,佐

藤1990)

現在わが国で取り組まれている保育者の現職

教育・研修体系を検証する時,職務と関連する

知識やスキルの「量的拡大」をサポー トする教

育と保育者の能動的参与を伴う「質的深化」の

―- 80 -―



教育の関係性が,曖味に語られていることが指

摘できる。もちろん両者は保育者の成長にとつ

てともに不可欠であるが,その相違点を敢えて

意識してプログラムを再検討する視点が必要で

あろう。それによって「記録する」「計画をた

てる」「子どもを物語るJな どの今までに実践

の場で蓄積 してきた保育研究の成果が,保育者

の質的深化を促す具体的な「教育の方法」とし

て再認識されると考える。

5。 今後の課題へ向けて

保育者の専門性の向上について秋田 (2000)

は,現職教育・研修の構造を明確にした上で ,

実践の場での保育者の声によるライフストーリー

の微視的な創出過程とステージモデルを重ね合

わせた,保育者の内なる声としての保育者の専

門性を捉えていく必要があるという。

保育職を継続 しつつ,保育者が保育者として

の自身への信頼を持ちながら,保育者としての

専門性を高めていくプロセスの内実を,保育者

の声によるライフス トーリーと合わせて検討す

るために,2009年度に私立 。公立幼稚園・保育

所に勤務する初任 (3カ 月)か ら14年の経験者

を対象にアンケー ト調査 。インタビューを行つ

た。

ここでは保育者が充実感や保育の楽しさを感

じる場面について語られた内容について,その

結果を一例としてあげる。記述および発言のカ

テゴリー領域を分類すると,1.子どもとの関係 ,

2.保護者との関係 ,3.他の保育者との関係お

よび,4.保育者である自分との関係に分けられ

た。

保育の充実感については,1.子 どもの姿や子

どもとの関係において実感することが最も多い。

「遊びが充実していること」「子どもとの一体感

を感 じられる時」「子どもの成長を感 じられる

時」などが挙げられている。また,2園長,主

任,同僚などの他の保育者,3保護者など,保

育の「場」を構成する人々との関係性に依拠し

ていることがわかる。さらに,4.に示されたよ

うに保育者である自分との関係で語られるカテ

ゴリーについては,「新 しい遊び 。活動などを

導入 したあと……うまくいったと感 じる時 J

「自分なりに見通しを持って援助 していってい

る中で,それが子どもの育ちへとつながってい

ることを感じる時」「ある程度の計画にそつて」

「保育の内容,流れを組み立て」「遊びの流れを

うまく進めていかれた時」など,子 どもが充実

して遊ぶ姿の背景に,「計画」「見通し」「流れ」

など保育者の専門性が発揮できていると感 じら

れる時に,保育者としての充実感や保育の楽し

さが感 じられていることがわかる。保育者の成

長プロセスにおける「計画」「見通し」「流れ」

の理解についてはさらに検討を深めたい。

ところで我が国の保育を取り巻く問題の一つ

(保育者としての充実感や保育の楽しさを感じる場面に関する質問とその回答の ‐例〉

.子 どもの姿や子どもとの関係
・子どもが夢中になつて遊びに取り組んでいる時。

・子どもと遊んでいる時。

・子どもの笑顔をみている時。



・子どもの笑顔やいきいきとした表情を身近に感じられる時。

・子どもたちが笑顔で歓声をあげて遊んでいる時。

・子どもたちが楽しそうに遊びを進めている時。

・子どもが,楽 しい,充実しているという様子を見ることができた時。
・ (ク ラスの)子 どもとの距離が縮まつた時。
・子ども達と気持ちが通じ合っていて,生活や遊びを一緒に楽しめる時。
・子どもが成長していく中で,少 しずつ出来ることが増えたり,言葉が増えることを目
の当たりにした時。

・子どもがそれぞれの課題に自ら取組み解決していく姿が見られた時。

・子どもの成長を感じた時。

・成長したなと感じた時。

・子どもの成長が見られ,いきいきした笑顔が見られた時。
・一人ひとりの成長を感じた時。

・できなかつたことができるようになつて喜んでいる時。

・子ども同士のやさしい関わりを見た時。

・子どもが自分を発揮しながら,人やもの,自然とのかかわりを楽しんでいる時。

保護者との関係

・コミュニケーションが良くとれ,子どもの様子や日々のことを伝えあったり,理解を

得られた時。

・子どもが少しずつ成長する姿を保護者と喜びあえる時。

他の保育者との関係

・先生達と日々の保育の事を話し合ったり悩みを開いてもらったりし,なんでも伝えあ

える関係ができた時。

4.保育者である自分との関係
・子どもに新しい遊び・活動などを導入したあと,子 どもから自発的に「またやりたい」

と始めているのを見たりして,「 うまくいった」と感じる時。

・子どものその時の姿を, 自分なりに見通しを持って援助していつている中で,それが

子どもの育ちへとつながっていることを感じる時。

。ある程度の計画にそつて,子 どもとともに遊びを広げていかれた時。
。日々生活の中で遊びの流れをうまく進めていかれた時。

・子どもの育ち,その時々の状態に応じて,保育の内容,流れを組み立て,それがうま

くいつた時。反面,運動会などある程度,内容が決まっている「行事」にあたつて,
一人ひとりの思いをくみ取つた活動につなげられるか (保護者の期待を感じると)不

安になることがある。

に,保育者の勤務年数が数年と極めて短いこと

がある。 I成長しつづける保育者」という理念

と乖離していることは言うまでもない。最近の

調査研究によれば,た しかに保育職の給与体系・

処遇等の労働条件が整っていないことが離職の

主要因であることが指摘されているが,「保育」

そのものへの理解や保育にやりがいを見出せず

に,初任 。新任の段階で離職するケースが多い
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ことが報告されている。

保育者の成長プロセスの 「質的深化」につい

て,大学等における養成段階から保育現場にお

ける実践者へ と変わる初任者の段階,および保

育者 としての専門家意識が醸成 され,保育の専

門家 としての自身への信頼がもてるようになる

時期 (こ れはヴァンダー・ヴェンのいう1,2段階

から3段階への移行までの時期にあたる)に今後着

目し,そ の期間の現職教育 。研修のあり方につ

いて検討 していきたいと考えている。

注

1.内藤知美ほか,「園内研修のプロセスから (1)
―(8)J(日 本保育学会研究大会口頭発表,2002-
2008)指導計画の検討を中心にした園内研修にお

いて,保育者が保育の「ねらい」とその背景にあ
る自身の保育観の「言語化」がすすむことおよび

保育者が保育者自身の課題を盛り込んだ指導計画

を立案する段階から短期の見通しが詳細・具体的

になる段階,長期の見通しの獲得とそれに運動す
る反省・評価の視点が獲得される段階など,保育
者自身が保育に対して能動的に関わることができ

る力量を獲得していく過程が保育の質的向上につ

ながることに言及した。

2.保育者の保育状況 。現職教育・研修等のニーズ

を理解すべく15名にアンケートを実施し,アンケー

ト対象者の内 3名 にインタビュー調査を行つた。

このアンケー トを基に,保育者の成長に関わるア
ンケー ト項目を再構成し,新たに調査を実施する
予定である。

3.幼稚園教員に対する研修では,初任者研修が園
外研修10日 間,園内研修10日 間,都道府県および
指定都市教育委員会等によって行われる。また10

年経験者研修は,公立幼稚園教諭に課業期間研修
10日 間,夏季・冬季休業期間10日 間行われている。
その他にも,5年 ,15年 ,20年経験者研修を実施
している都道府県 。指定都市教育委員会もある。
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